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１．鶴岡市の概要

羽黒山 湯殿山
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庄内浜

月山 1,984m

鳥海山 2,236m

羽黒山

湯殿山

最上
川

朝日山地 1,870m

鶴岡市
酒田市

庄内平野

はっきりした四季・気温差
海抜０㍍～月山の2,000㍍まで
山・平野・川・海 多様な地形

◆市町村合併（平成17年10月） １市４町１村による新設合併

◆人口と世帯数（住民基本台帳H29.3.31） １２９，３２３人 / ４８，４８６世帯

うち６５歳以上 ：４２，４９９人 (高齢化率３２．９%）

◆面 積 １，３１１．５１㎢ （東西４３．１km 南北５６．４km）

◆アクセス ○空路 ： 羽田から約１時間 ○鉄道 ： 新潟から約１時間５０分

○高速バス ： 仙台から約２時間３０分 / 大阪から約１１時間３０分

山里海に囲まれた豊穣の地

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/f/f2/Japanese_Map_symbol_(Castle).svg
//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e7/Japanese_Map_symbol_(Important_port).svg
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出羽三山：自然と信仰が息づく『生まれかわりの旅』

「過去の世を表す山」
～月山～

「未来の世を表す山」
～湯殿山～

「現在の世を表す山」～羽黒山～ （山伏と国宝・五重塔）

２．国内外に誇る鶴岡の魅力

「サムライゆかりのシルク」

松ヶ岡開墾場の蚕室

明治維新後、旧庄内藩士3,000人
が刀を鍬にかえ荒野を開拓

鶴岡シルク
kibisoブランド



出羽三山の精進料理
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民田なす

だだちゃ豆

温海かぶ

生きた文化財「在来作物」

２．国内外に誇る鶴岡の魅力
食文化：2014年 日本初のユネスコ食文化創造都市に認定



ユネスコ創造都市ネットワーク食文化分野加盟都市
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ツーソン
（アメリカ）

ラシュト
（イラン）

パルマ
（イタリア）

プーケット
（タイ）

ブルゴス
（スペイン）

ベルゲン
（ノルウェー）

ベレン
（ブラジル）

ガズティアンテプ
（トルコ）

エンセナーダ
（メキシコ）

デニア
（スペイン）

鶴岡市は世界18都市の1つであり
日本で唯一のユネスコ食文化創造都市です

ユネスコ創造文化都市ネットワークとは…
ユネスコが2004年に創設。加盟する都市が国際ネットワークの中で連携して、創造的な産業
の成長により、文化の多様性保護と世界の持続的発展に貢献することを目的とした制度。
ネットワークへの加盟をめざす都市は、①文学 ②映画 ③音楽 ④クラフト＆フォークアート
⑤デザイン ⑥メディアアート ⑦食文化 の７分野から１つを選んで申請し、ユネスコ本部（パ
リ）の審査を経て加盟登録する。

２．国内外に誇る鶴岡の魅力



●インバウンド・アクションプランの策定
（2015年度から5か年・外国人宿泊者数4,000人から40,000人へ）

●「食と農の景勝地」取組計画の策定（H28-32）

●2015年ミラノ万博出展、2016年パリプロモーション展開

●自治体国際化協会パリ事務所への市職員派遣（2015～）

●広域観光周遊ルート～ 日本の奥の院・東北探訪ルート連携
「酒田・鶴岡・出羽三山」として16拠点の一つに選定

●2017年 酒田港大型クルーズ船初寄港時の観光PR実施

●新潟市との食文化創造都市連携
外国人メディア招聘、国際線機内誌、訪日観光サイトでの発信等
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３．インバウンド観光推進の取組



３．鶴岡市における観光振興の取組

観光入込数と外国人延べ宿泊者数の推移

（千人）
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※2014年度は山形DC開催年

５年間で観光入込数は 24.7％の増加
外国人延べ宿泊者数は134.4％の増加

参考資料

（人泊）

5,289 5,383 

6,024 

7,386 
6,987 

6,595 

2,786 

3,635 

2,760 

4,226 

4,952 

6,530 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016

観光入込数 外国人述べ宿泊数



p9

４．『食と農の景勝地』の認定

H28「食と農の景勝地」取組認定地域（出展：農林水産省ウェブサイト）



ビジョン・目標

城下町の風土と
食と農の原風景を体感する旅
～庄内藩が見守ってきた

庶民の伝統行事と郷土食～
＜コンセプト＞
旧庄内藩のご当主が今も住まわれる城
下町としての文化や、山・川・平野・海か
らなる壮大な自然、「生きた文化財」の在
来作物など知恵と工夫の農林水産業の
ストーリーの現場を巡り、「食と農のある
暮らし」そのものを体感する。

羽黒山伏が伝える「精進料理の
世界」と「生まれかわりの旅」
～一つの種が育んだ生命の食文化～
＜コンセプト＞

1400年の歴史を刻む出羽三山。三山を

巡ることは時空を超えた「生まれかわり」
の旅を意味し、その歴史とともに、生きる
ための「食文化の原点」を「山伏」と地域
の人々が伝承してきた。

「種」から始まる大切なストーリーは、世
界中の人に伝えたいメッセージ。この地
で体感する新しい発見は、幾度もこの地
に足を運ばせる・・・

鶴岡市は、平成26年（2014）12月にユネスコ食文化創造都市ネットワークに加盟。

価値ある食文化資源を活かし「食文化の学び」と「体験の場」を提供することで、世界
中から食文化を楽しみ、学ぶ人々を鶴岡に誘客することによる地域産業の振興と、
地域資源を維持発展させる好循環を形成する地方創生の取り組みを実践

推奨ルート①（5泊6日） 推奨ルート②（5泊6日）
周遊・
組合せ

ユネスコ食文化創造都市で体感する食と風土

【５か年計画の主要事業】

■食文化情報発信拠点となる
駅前観光案内所の整備開設

■英語対応可能な鶴岡ふうどガイド
育成

■農林漁業体験受け入れ
サポーター登録制度の創設

■主要ルートを基本とする
鶴岡ツーリズムの実践展開

■ビエンナーレ「食と風土の祭典」
開催

■対象外国人観光客満足度調査
■2次交通調査・整備
■主要観光地へのWi-Fi整備 等

【インバウンド10倍計画】

4,000人→40,000人へ（延べ宿泊数）

■対象国 フランス・イタリア・ドイツ
アメリカ・オーストラリア

■平成32年度 6,000人泊（うち対象国分）
■満足度 80％以上

４．『食と農の景勝地』の認定

目的・ストーリー
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年度 H28 H29 H30 H31 H32

Ｋ
Ｐ
Ｉ

対象外国人
延べ宿泊数 500人泊 1,000人泊 3,000人泊 4,000人泊 6,000人泊

対象外国人
旅行満足度 70%以上 80%以上 80%以上 80%以上 80%以上

人材育成
・外国語ガイド等養成

・ツーリズム受入実践者
育成

・外国人対応研修会開催
・国際交流員の配置
（JETプログラム）

・国際交流員の配置
（JETプログラム）

・国際交流員の配置
（JETプログラム）

国際交流員の配置
（JETプログラム）

ツーリズム
・実践組織体制の整備
・主要ルートの作成

・モニターツアーの実施
・サポーター登録創設

・鶴岡ツーリズムの実践 ・鶴岡ツーリズムの実践 ・鶴岡ツーリズムの実践

市民参加 ・プレビエンナーレの企画
と実施体制の検討

・プレビエンナーレの内容
検討

・プレビエンナーレ開催
・第１回ビエンナーレ検討

・第１回ビエンナーレ準備 ・第１回ビエンナーレ開催

学びの場

・フードデザイン国際カン
ファレンスの開催

・食のフィールドスタディツ
アーの実施

・フードデザイン国際カン
ファレンスの開催

・食のフィールドスタディツ
アーの実施

・フードデザイン国際カン
ファレンスの開催

・食のフィールドスタディツ
アーの実施

二次交通 ・地域公共交通網や周遊
に関する実態調査

・課題整理と計画検討

・観光しゃとるバスと観光
タクシーの新設

・レンタサイクルの検討及
び自転車ツーリングガイド
の育成

・モデルルートの設定及
び新たな運行システムの
実証試験の実施

・新たな運行システムの
運行開始
・レンタサイクルの運行

情報発信・
案内表示

・外国語版鶴岡ガイドブッ
クの作製
・市HPやSNSにより観光情
報を外国語で発信

・鶴岡駅観光案内所の
JNTO認定申請

・欧州メディア招聘ツアー
実施

・日本語、外国語対応
ボードの更新

・欧州メディア招聘ツアー
の実施

・欧米プロモーションの計
画的実施

・日本語、外国語対応
ボードの更新

フードデザイン国際カン
ファレンスの開催

・食のフィールドスタディツ
アーの実施

・日本語、外国語対応
ボードの更新

・食のフィールドスタディツ
アーの実施

・日本語、外国語対応
ボードの更新

食のフィールドスタディツ
アーの実施

※ 対象国 ： フランス、イタリア、ドイツ、アメリカ、オーストラリア

４．「食と農の景勝地」の認定…取組計画（ソフト）
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年度 H28 H29 H30 H31 H32

Ｋ
Ｐ
Ｉ

対象外国人
延べ宿泊数 500人泊 1,000人泊 3,000人泊 4,000人泊 6,000人泊

対象外国人
旅行満足度 70%以上 80%以上 80%以上 80%以上 80%以上

施設

・鶴岡駅前に食文化情報
発信拠点並びに観光案
内所の整備

・食文化を学ぶ拠点となる
施設整備の検討

・鶴岡駅前に食文化情報
発信拠点並びに観光案
内所の整備、オープン

・食文化を学ぶ拠点となる
施設整備の検討

・食文化を学ぶ拠点となる
施設整備の検討、整備

・食文化を学ぶ拠点となる
施設整備の検討、整備

・食文化を学ぶ拠点となる
施設整備の検討、整備

二次交通 ・レンタサイクル拠点施設
整備計画策定

・レンタサイクルの購入

・レンタサイクル拠点施設
整備

情報発信・
案内表示

・外国語案内表示板の整
備、見直し
・主要観光地におけるWi-
Fiエリアの整備（出羽三山、

加茂水族館、駅観光案内
所）

・登山道、散策道等にお
ける安全対策の実施

・主要観光地におけるWi-
Fiエリアの整備（順次拡
大）

・登山道、散策道等にお
ける安全対策の実施

・主要観光地におけるWi-
Fiエリアの整備（順次拡
大）

・登山道、散策道等にお
ける安全対策の実施

・主要観光地におけるWi-
Fiエリアの整備（順次拡
大）

・主要観光地におけるWi-
Fiエリアの整備（順次拡
大）

※ 対象国 ： フランス、イタリア、ドイツ、アメリカ、オーストラリア

４．「食と農の景勝地」の認定…取組計画（ハード）



地域全体を「食の博物館」と
見立てて、地域の特色ある豊か
な食文化にまつわる場所、行
事、歴史、精神文化、産物や市
民の活動などを、博物館の展示
のごとく、巡り歩いてもらい、体
験してもらう取組み。
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鶴岡ガストロノミー・フィールド・ミュージアム構想

４．「食と農の景勝地」の認定…目指すべき構想…



２０１５ミラノ国際博覧会出展

○各国パビリオンの中で一番人気といわれる日本館において、鶴岡市イベン
ト広場の来場者数は２日間で約8,000人という、国内トップクラスの入込
み状況

奥田政行シェフ料理ステージ

だだちゃ豆、地酒等の試食

出羽三山の精神文化紹介

出羽三山の精進料理ステージ

５．食文化による世界交流のまちづくり（取組事例）
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出羽三山の精神文化紹介とほら貝体験

だだちゃ豆、地酒等の試食

インバウンド・プロモーション事業 平成２８年10月
１７日～２１日、
パリ・ユネスコ本
部にて、日本のユ
ネスコ創造都市
（札幌、金沢、浜
松、神戸、山形
等）が共同で実
施。鶴岡市では
菓子職人による
デモンストレーショ
ンを行い、インバ
ウンド誘客に向け
てPRを行った。

また10月19日には、パリ
市内の日本酒レストラン
「メゾン・ジュサケ」で、現
地旅行エージェント24名
を招待しての観光レセプ
ションを実施。
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５．食文化による世界交流のまちづくり（取組事例）



イタリア食科学大学との連携により、鶴岡が「食文化」の学びの場に

平成29年2月 提携後、「フィールドスタディ in 鶴岡」が開催。鶴岡が食の学びのフィールドに

平成28年12月 イタリア食科学大学との3年間にわたる戦略的連携協定の締結

■海のプログラム
（寒鱈汁作り：温海地域）

■山のプログラム
（精進料理プログラム：羽黒山斎館）

■学校給食プログラム
（学校給食センター：大泉小学校）

■市民との交流の輪が広がる■大黒様のお歳夜を学ぶ
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５．食文化による世界交流のまちづくり（取組事例）



平成29年5月22日 辻調理師専門学校との包括的連携協定の締結

～食文化交流による新たな街づくりへの動き～「食の教育研究プロジェクト」の展開へ
＜概要＞

食文化産業の振興についての包括協定を締結すること
によって、地方国立大学などの教育研究機関や料理人な
どの専門職との連携モデルをつくり、地方・生産地と都市・
消費地との協働による実践的な教育研究活動を展開す
る。
＜鶴岡市との主な連携内容＞

・多様な「在来作物」の保存と伝承、鶴岡特有の食文化
の研究による「学びのプログラム」の構築など、日本の
食文化産業の発展に欠かせない「人材が育つ」環境づ
くりの構築を行う。

・世界中から「食文化」を学ぶ人たちが鶴岡に集い、交
流し、新しい価値を共有する「拠点」となることための実
践体制の構築
・同校の学生による鶴岡で学びのプログラムを実践

■国内の連携都市とのネットワーク
～鶴岡市（山形県）・鳥取県・志摩市（三重県）～

■Ｈ29年5月22日：辻芳樹校長と
鶴岡市長との調印式

▸国内の連携都市との繋がりから、食に関連する課題解決のた
め「食の教育研究プロジェクト」に取組み、今後の各地域での持
続可能な食文化産業の構築と人材育成を目指す。

【Ｈ29.05.12】

■東京での
合同記者会

・鶴岡市（山形県）

・鳥取県
・志摩市（三重県）
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５．食文化による世界交流のまちづくり（取組事例）



ユネスコ食文化創造都市鶴岡 発信拠点のオープン

つるおか食文化市場FOODEVER

食文化情報発信スペース
鶴岡の食文化や食材、自然や風土を
映像等により発信し、 地域観光資源や
滞在コンテンツに誘客
・4K映像発信
・観光客のラウンジ機能・食文化紹介

免税カウンター

フリーWi-Fi

鶴岡市観光案内所
JNTO認定外国人観光案内所
・英語対応スタッフの配置
・東北観光案内所ネットワークサービス
・多言語通訳サービス（12言語）
・手ぶら観光サービス
・観光パンフレット提供
・情報検索タブレット配置
・コインロッカー・レンタサイクル

文化体験スペース
FOODEVERキッチン
・料理体験・デモンストレーション
・映像活用イベント
・貸しギャラリー

マルシェ＆レストラン・バル
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５．食文化による世界交流のまちづくり（取組事例）

http://www.bing.com/images/search?q=wifi+%e3%83%ad%e3%82%b4&id=984FC3243EADBAE720BA946BED87050EFE523D92&FORM=IQFRBA
http://www.bing.com/images/search?q=wifi+%e3%83%ad%e3%82%b4&id=331327DB034C62029310553D04FCEA5799A36C09&FORM=IQFRBA


６．鶴岡市地域公共交通網形成計画（H28-32）
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北余目

南野

狩川

府屋

≪基本目標 2≫ 

将来のまちの姿を見据え、「まちづくり」を 

支援する公共交通を目指します 

【指標１】中心市街地でのバス乗降者数 

・観光送迎バスとの連携 

・商業施設への接続性向上 

・地域主体の交通システム 

■朝日庁舎 

・拠点機能の充実 

・地域内交通との接続性 

 を考慮 

・スクールバス混乗化 

・地域内小型バスの運行 

・地域内小型バスの運行 

・観光交通の季節運行 

■藤島駅 

・拠点機能の充実 

・鉄道との接続性向上 

・隣接市町との公共交通 

に対する連携・協議 

・鶴岡・酒田線の利用促進 

【郊外地区】 

■櫛引庁舎 

・拠点機能の充実 

・地域内交通との接続性 

 を考慮 

【遠隔地区】 

■あつみ温泉駅 

・拠点機能の充実 

・鉄道との接続性向上 

・小さな拠点の整備 

■ゆぽか 

・交通結節機能の充実 

・観光拠点 

・デマンドの利用促進 

・現行路線の見直し 

・地域主体の交通システム 

・交通網の見直し 

・地域協働の利用促進 

公共交通の将来イメージ 
・地域主体の新たな 

 交通システムを検討 

・地域主体の新たな 

 交通システムを検討 

・パーク＆ライド 

 の検討 

凡例 

：広域幹線系統 

：地域間幹線系統 

：地域内交通 

：新規･代替交通 

：目的型交通 

・観光拠点を繋ぐ 

 交通の導入検討 

・地域主体の輸送 

・スクールバス混乗化 

■本計画の基本方針（目指す将来像） 「人」「文化」がいきいきと交流し、市民とともに支える「持続可能な公共交通」の実現 
～将来の「鶴岡市」のあり方を見据え、コンパクト＋ネットワークを形成～ 

各エリアにおける公共交通の機能・役割 
エリア 概要 公共交通の機能・役割 

中心市街地 まちの機能が集積する地域 
・主要拠点間の連結 

・交通機関の接続性 

郊外地区 
中心市街地の外側(藤島、羽黒の 

一部、櫛引、沿岸部を除く鶴岡地域) 

・地域主体の交通システム（デマンド等） 

・観光拠点との連結 

遠隔地区 
郊外地区の外側（鶴岡地域 

沿岸部、朝日、温海） 

・地域内運行の交通システム 

・観光拠点との連結 

 

≪基本目標１≫ 

市民のお出かけを支える、「持続可能」な 

公共交通体系を確保します 

≪基本目標３≫ 

人・文化の「交流」を支援する交通 

ネットワークを形成します 

≪基本目標４≫ 

市民とともに考え、築き、育む、「協働型」 

の公共交通を目指します 

≪基本目標５≫ 

誰もが「わかりやすく・利用しやすい」 

交通環境づくりを行います 

【指標１】市内バス路線の平均乗車密度 

【指標２】路線バスの財政負担割合 

【指標２】公共交通利用による外出率 

【指標１】交通機関同士の接続性 

に対する不満度の減少 

【指標１】地域における協議会・検討会の設置数 

【指標２】公共交通による通勤・通学者の割合 

【指標１】公共交通利用促進策の取り組み件数 

【指標２】公共交通利用による外出率(再掲) 

１.交流活性化プロジェクト 

２.市民協働プロジェクト 

３.環境改善・利用促進プロジェクト 

➢ 施策 1-1：既存路線の見直しによる再編 

①わかりやすいバス路線網への見直し②主要拠点間のネットワーク構築 

③低利用・不採算路線の効率化 

➢ 施策 1-2：新たな公共交通システムの導入 

①観光対応路線の導入検討②交通不便地域への交通システム導入検討 

③通勤通学対応路線の導入検討 

➢ 施策 1-3：既存交通資源を活用した再編 

①タクシーの活用 ②スクールバスの間合い利用 

③観光バスの見直し ④民間バスの活用 

➢ 施策 1-4：交通結節機能の充実 

①小さな拠点の整備 ②交通機関同士の接続性向上 

➢ 施策 1-5：運賃等の料金制度の見直し 

①料金上限制度の検討 ②定額制運賃の検討 

➢ 施策 2-1：地域主体の交通サービスの導入 

①地域主体の交通サービス導入 ②地域での公共交通維持体制の構築 

③地域との意見交換会の開催 

➢ 施策 2-2：多くの機関と連動したサービス展開 

①商業施設・商店街・企業とのタイアップサービスの展開 

②新たなタイアップの可能性検討 

➢ 施策 2-3：公共交通について議論する場の創出 

①地域公共交通活性化協議会の開催 ②地域公共交通シンポジウムの開催 

③高校生・企業とのワークショップ・意見交換会の開催 

➢ 施策 3-1：交通環境の改善 

①高齢者向けの低床車両の導入 ②バス路線のナンバー化 

③地域独自の車両デザイン④待合環境の改善・整備 

➢ 施策 3-2：交通案内の改善・充実 

①鉄道・路線バスの一体化時刻表作成 ②わかりやすいバスマップ作成 

③乗り継ぎ・運賃の案内充実 ④バスロケーションシステムの導入 

⑤インターネットを活用した案内充実 

➢ 施策 3-3：公共交通に対する市民意識の醸成 

①モビリティマネジメントの実施 

基本目標 目標達成のためのプロジェクト 
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インバウンド推進の交通拠点として、
バスターミナルを備えた商業施設を整備。乗継環境も改善。
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６．網形成計画：交流活性化プロジェクト

S-MALL：バスターミナル

本事業は、鶴岡市の立地適正化計
画（コンパクトシティ推進に向けたマス
タープラン）で定められた都市機能誘
導区域内の「誘導施設」の一つとして、
全国で初めて株式会社庄交コーポ
レーションが民間誘導施設等整備事
業計画（国交省）の認定を受け、この
春、整備したもの。
このほか、平成３０年４月までに東京
第一ホテル鶴岡（集会機能を備えたホ
テル）とプラスワンつるおか（スポーツ
施設）の２施設について、大規模改修
を行うことにより、生活利便性の向上、
中心部の賑わいの創出、公共交通の
ネットワーク強化等を図る。



インバウンド観光の拡大を見据え、
関西・仙台圏との都市間直行バスを新設。
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６．網形成計画：交流活性化プロジェクト

１日１往復の夜行高速バス 仙台空港へ１日２往復



旅行者向け観光二次交通を充実。
観光しゃとる・ぐるっとバス、予約制観光ハイヤーを運行。
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６．網形成計画：交流活性化プロジェクト

期間限定土日祝日運行・観光ガイド付き少人数なら料金もお得で安心 期間限定・市内・水族館・温泉周遊 JR東日本の観光タクシーも充実

観光地を経由する主なバス路線について、観光地の写真付きで経路
図（バス停留所）や時刻を掲載し、観光者にも分かりやすい案内チラシ
を作成。バス案内所や車内、観光施設に配置している。（庄内交通）

路線バス：観光ルート別時刻表
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６．網形成計画：交流活性化プロジェクト

➢ お得な一日フリー乗車券の創設
➢ インターネット環境の整備

➢ 多言語によるバス案内表示、バスマップ、
時刻表等の整備、作成

➢ 目的地や乗継を考慮したルートの再編

➢ 利用者に分かりやすいバス路線のカラー
ナンバー化

➢ バスロケーションシステム等の導入検討

その他検討中の施策

優良ドライバーの育成、確保し、
安全・思いやり運転で、快適な旅をお手伝い。
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